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１−１．河川における高潮対策整備方針検討委員会の概要
■検討の概要

○各河川の特性を踏まえた最適な整備手法の設定
○気候変動による海面上昇や台風の強大化を考慮した、各河川における整備時期の整理
○その他、整備における課題や、今後の整備の進め方に関する整理



議題（案）開催時期

○河川毎の整備手法の設定に関する基本的な考え方について
○整備時期の考え方について令和６年６月25日第１回

○河川毎の整備手法の設定（中間報告）について令和６年９月17日第２回

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（素案）とりまとめ令和６年12月23日第３回

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（素案）
パブリックコメント実施

令和７年
12月27日〜1月27日

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ令和７年２月10日第４回

○「河川における高潮対策整備方針」策定令和７年３月

■開催回ごとの主な議題

１．第４回委員会の議題及び第３回委員会のレビュー
１−１．河川における高潮対策整備方針検討委員会の概要



１．第４回委員会の議題及び第３回委員会のレビュー
１−２．第３回委員会における委員からの意見

委員からの主な意見の内容分類
① 気候変動に関する予測の不確実性を考慮し、仮に海面上昇量の予測が上方修正された場合に、各

河川の優先度が大きく変わらないかを検証すると良い

② 海外では４℃上昇シナリオに対して検討している事例もある。ハード整備で４℃上昇に対応とい
うことではないが、気温上昇が４℃となった場合の都の低地河川における影響等については把握し
ておく必要がある

各河川の優先度につい
て

③ 内部空間の活用により事業者側のデメリットを解消することは、事業を進める上で非常に良いスーパー堤防整備につ
いて

④ 水門ゲートの天端高や耐水対策の必要高について、今回の考え方はこれでよいが、将来的には気
候変動と地震動による沈下量をそれぞれ見込むといった、中長期的な議論は続けていくべきである

既存施設の対策につい
て

⑤ 計画策定後において、気候変動に関する予測の変化等に柔軟に対応しながら、適宜計画の見直し
を行うとよい

⑥ 気候変動に関する予測として、気温上昇は様々な予測のシナリオがあり、2050年まではいずれの
シナリオにおいても概ね２℃程度の上昇が予測され信頼できる値だが、2100年においてはシナリ
オによりばらつきがある。本方針について、2100年時点における目標は２℃上昇が前提であるこ
とは明記すべきである。

その他



３．パブリックコメントの意見と対応

【パブリックコメントの概要】
実施期間 ・令和６年12月27日（金）〜令和７年１月27日（月）
縦覧場所 ・建設局ホームページ

・河川部「川のなんでも相談コーナー」（都庁第二本庁舎６階）
意見募集方法 ・郵送、電子メール、インターネットによる専用フォーム

■都民からの意見と意見に対する見解

詳細は資料−２のとおり

受付総数：８件（意見数８件）
整備手法 ３件
スーパー堤防 １件
整備時期 １件
気温上昇 １件
その他 ２件

■パブリックコメントについて
河川における高潮対策整備方針検討委員会 第１〜３回の議論を踏まえ、「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（素案）を

をとりまとめ、下記のとおりパブリックコメントを実施。

【主な意見】
・台風等による大雨と高潮が重なるとき、この水門整備は対策として有効に機能するのか。
日本橋川に対しては、多くの予算をかけてでも、高潮対策、大雨対策として、橋梁を架け替えも含め、
防潮堤嵩上の対策を行うべきである。

・新しい施設を整備する前に、すでに出来上がっている河川、堤防、水門、下水管の能力が最大限発揮され
るように、能力が足りていない施設を増強してください。

・なぜ日本橋川だけ水門を整備することになったのか。もっと多くの河川で採用してもいいのではないか。
・この方針ではパリ協定の目標を踏まえて気温上昇を２℃と設定しているが、今のままだとさらに気温上昇
が進行する可能性もあるのではないか。

・板橋区内は荒川の堤防以外にはあまり高台がありません。
新河岸川にてスーパー堤防整備をぜひ実現いただき、高台をもっと増やしてほしいと思います。

・優先度１の河川は、すぐに防潮堤の嵩上げを進めていくのか。
・ほとんどの河川では嵩上げを行うことになっていますが、川との間に壁ができてしまうのは勿体ないと思
います。単純にコンクリートの壁を高くするだけでなく、その他の方法もぜひ検討してください。



４．「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ

修正後（案）修正前（素案）頁

P.6

■素案から案への修正事項について



修正後（案）修正前（素案）頁

P.19

４．「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ
■素案から案への修正事項について



修正後（案）修正前（素案）頁

P.22

４．「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ
■素案から案への修正事項について



修正後（案）修正前（素案）頁

P.23

４．「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ
■素案から案への修正事項について

修正箇所を反映した「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）は資料−３のとおり



議題（案）開催時期

○河川毎の整備手法の設定に関する基本的な考え方について
○整備時期の考え方について令和６年６月25日第１回

○河川毎の整備手法の設定（中間報告）について令和６年９月17日第２回

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（素案）とりまとめ令和６年12月23日第３回

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（素案）
パブリックコメント実施

令和７年
12月27日〜1月27日

○「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ令和７年２月10日第４回

○「河川における高潮対策整備方針」策定令和7年３月

４．「河川における高潮対策整備方針（仮称）」（案）とりまとめ
■開催回ごとの主な議題


